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資料 1-11 事業実施にあたっての課題  

 
 

 

 
 

要 旨 

 

 

 

 

資料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「河川整備計画(原案) 第 4 章 河川整備の実施に関する事項 
第 3 節 河川環境の整備と保全に関する事項 
1 動植物の生活環境の保全・再生」に関すること 

   2 良好な景観の保全・創出 

 「２つの原則」を河川整備計画に位置付け、河川工事に適用するのは全国的にも

初めての取り組みであることや、また事業実施段階においてさらに詳細な検討が必

要であることなどから、事業実施にあたって考慮すべき課題を取りまとめたもので
ある。 

 

事業実施にあたっての課題 

○事業実施にあたっての課題 
【共通事項】 
【個別箇所】 
【配慮を検討すべき「生物の生活空間」について】 
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「
武
庫

川
水
系
に
生

息
・
生
育
す
る
生
物
及
び
そ
の
生
活
環
境
の
持
続
に
関
す

る
２
つ
の
原

則
」

（
以

下
「
２

つ
の

原
則
」

と
い
う

。
）
の

適
用

が
全
国

的
に

も
初

め
て
で

あ
る

こ
と
、
ま
た

事
業

実
施
に

は
「

２
つ
の

原
則

」
に

つ
い
て

、
さ

ら
に
詳

細

な
検
討

が
必
要

な
こ

と
な
ど

か
ら

、
以

下
の
課

題
に

つ
い
て
検
討

の
う

え
、
河

川
整

備
に
取

り
組

む
。

な
お
、

実
施

に
あ
た

っ

て
は
、

河
川
整

備
計

画
や
当

該
説

明
用

補
足
資

料
の

内
容
を
踏
ま

え
、

専
門
家

の
意

見
を
聴

く
と

と
も

に
、
研

究
機

関
や
地

域

住
民
・
団

体
、
流
域
市
な
ど
と
の

連
携
・

役
割
分

担
を
図

り
つ
つ
取
り
組

む
。
 

【
共

通
事

項
】

 

 
実

施
設

計
の

段
階
に
お
い

て
、
あ

ら
ゆ

る
検

討
を

行
っ
た

結
果
、
改
修
区
間
内
で
の
保
全
・
再
生

が
不

可
能
と
の
結

論
に
至
っ

た
場
合

は
、
専
門
家
の
意
見
を

聴
き
つ

つ
以
後
の
対
応

に
つ
い

て
検
討

す
る
。

 

 
「

ひ
ょ
う

ご
の
川

・
自
然
環
境
調
査
」
（
平
成

1
5
年

度
調
査

）
以

降
、
優

れ
た
「

生
物
の
生
活
空
間
」
に

お
い
て

、

工
事
に

起
因

す
る
種
の
減

少
や
質

的
量

的
な

低
下

が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聴

く
と

と
も
に
重
点

化
を
図
り

つ
つ
保

全
・
再
生
に
努
め
る
。

 

 
事

業
の

実
施

を
通
じ
て
得

ら
れ
た

知
見

を
蓄

積
し

つ
つ
「

２
つ
の
原
則
」
の
検
討
を
さ
ら
に
深
め

る
と

と
も
に
、
そ

の
成
果
は

維
持
掘

削
、
草
刈
り
な
ど
の
維

持
管
理
に
も
活
用
す
る

。
 

 
住

民
の
参

画
と
協

働
の
も
と
、
礫
原
草
原

の
再
生

な
ど
を

通
じ
て

、「
２
つ
の
原
則
」

の
普
及
啓

発
に
取
り
組
む
。

 

【
個

別
箇

所
】

 

①
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
（
河

口
～

JR
東

海
道

線
橋

梁
下

流
 

約
5
.0

km
）
 

 
「

対
策
１

：
礫
河
原
と

瀬
・
淵
の

再
生
」

の
検
討
に

あ
た
っ
て
は

、
か

つ
て
武

庫
川

で
広
が
り
を

持
っ

て
い
た

礫

河
原

が
減

少
傾
向
に
あ

る
こ
と
、

ま
た
外

来
種
の
侵

入
な
ど
に
よ

り
礫

河
原
特

有
の

植
生
も
減
少

し
て

い
る
こ

と

か
ら

、
礫
河
原

の
再

生
が
重

要
で
あ

る
と
の

認
識
の
も

と
、

以
下

の
点
に
取

り
組
む

。
 

 

・
河

川
工

事
が
、

礫
河

原
特

有
の

植
生

に
与

え
る

影
響

や
ア

ユ
な
ど

の
瀬

に
生

息
す

る
水

生
生

物
に

与
え

る
影

響

を
把
握
す
る
た
め

に
、
礫

河
原
や

瀬
・
淵
の
変
化

を
水
理

計
算
な
ど
に
よ
り
確
認

す
る
。

 

 

・
礫
河

原
の
再

生
に
あ

た
っ
て
は

、
過

去
か
ら

の
変
遷

を
考
慮
す
る
と
と

も
に

、
良
好

な
他
河
川
を
参
照

し
つ
つ

、

無
理

な
澪

筋
の

付
け

替
え

を
避

け
る

な
ど

、
成

立
条

件
に

十
分
配

慮
し

た
上

で
、

比
高

（
平

水
量
で

の
水

面
か

ら
植
生
基
盤
ま
で

の
高
さ

）
を
確

保
す
る
。

 

 
「

対
策
２
：
干
潟

の
創
出

」
の
検
討

に
あ
た

っ
て
は
、
汽

水
・
干
潟

性
生
物

の
回
復

に
お
い

て
基

盤
的

な
役

割
を
果

た
す

干
潟
の
再

生
が

重
要
で

あ
る

と
の

認
識

の
も
と
、

以
下

の
点

に
取
り
組
む

。
 

 
 
・
干
潟
創
出
の

場
所
や

方
法
を
検
討
す
る
た
め
に

は
、
良
好
な
他
河
川
で
の
取
り

組
み
を

参
照
し

つ
つ

、
水
理
計
算

な
ど
を
行

い
、
土
砂
の
堆

積
状
況

や
干
出

・
冠
水

程
度
な
ど
を
確

認
す
る

。
 

④
支

川
 

 
配

慮
を
検
討
す
べ

き
「
生

物
の
生

活
空
間
」
の
改

善
に
あ

た
っ
て

は
、
環
境
改
善

効
果
の

大
き
い

箇
所
な
ど
を
重

点
化
し
つ
つ
、
優

先
順
位

の
高
い

も
の
か
ら
取
り
組
む
（

例
え
ば

、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

の
割
合

の
多
い
場
所
で

は
◆
マ
ー
ク
箇
所

、
礫

原
草
原
を

確
保
す

べ
き
場
所
で
は

仁
川
合

流
点
な

ど
）
。
な

お
、
外

来
種

の
駆

除
や

水
質

・

生
物
調
査
を
通
じ

た
意
識

啓
発
な

ど
に
あ

た
っ
て
は
、
適

切
な
役

割
分
担

に
つ
い

て
検
討
す
る
。
 

②
武

庫
川

下
流

部
掘

込
区

間
（
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

 
約

2
.5

k
m

）
 

③
武

庫
川

上
流

部
（
岩

鼻
橋

～
山

崎
橋

 
約

1
.9

km
）
 

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
 

 
整

備
計
画

に
具
体
的
な
記
述
の
な

い
支
川

に
つ
い

て
も

「
２
つ
の

原
則
」

を
適
用
す
る
。
 

 
特

に
支
川

に
つ
い
て
は
、
本
川
に

比
べ
て

環
境
調

査
密
度
が
低
い
こ
と
か

ら
、
必

要
に
応

じ
て
補
足
調
査
を
行
う

。
 

 
「
対

策
１
：

み
お

筋
の
再

生
」
「
対

策
２

：
瀬

・
淵

の
再
生
」
「
対

策
３

：
ワ

ン
ド
・
た
ま
り
の
再

生
」

の
検
討

に

あ
た

っ
て
は

、
生

物
多

様
性
が
極

め
て
高
く
全

県
的

に
も
貴
重
な
区

間
で
あ

る
と
の
認

識
の

も
と

、
以
下

の
点

に
取

り
組

む
。
 

 ・
生
物
種
の
分
布
情
報
と
分
布
位
置
の
環
境
条
件
（
水
理
諸
元
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
慮
し
、
河
川
整

備
が
緩

流
性
の
環
境

を
好
む
生
物
へ
与

え
る
影

響
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

 

 

配
慮

を
検

討
す

べ
き

「
生

物
の

生
活

空
間

」
に

つ
い

て
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